
学校名 川中島小学校  

ホームページＵＲＬ  児童・生徒数         ４２１名  

(1) テーマ (2) 活動の単位に○をつけてください  

 「自分の想いを大切にしながら自分自身の課題 
 を追究し、実現の喜びを感じることのできる総 
 合的な学習の時間～人とのかかわりあいをを通 
 して自分を見つめる学習」 

  

   学級・同一学年・３～４年  
    ５～６年・学校・  
 テーマの分類（ ①－エ ）   その他（          ）  
 下記の欄外記載事項を参照してください。 該当学年   ５  年  
                    （回答可能な場合）  

(3) 活動のねらい  

（１）歌を歌う・料理をする・手紙を書く・プレゼントを作る等、様々な体験的な活動が積 
   極的に取り入れ、お年寄りと関わる活動を自分で組み立ることができる。（創造性） 
（２）学区内にお年寄りの家があり、気軽野訪問したり、連絡を取り合ったりすることがで 
   き、長年の経験から培われた生活の知恵や技能を知ることができる。また、触れあい 
   を通してお年寄りの気持ちにより近づけることができる。（社会性） 
（３）児童が個人的なつきあいを深めていくことで、一人暮らしのおばあさんの気持ちに触 
   れ、おばあさんの喜びが自分自身の喜びにつながり、そこで得た自身が新たな意欲を 
   引き出すことができる。（自立性）  
 

 

  

(4) 活動の実際（活動内容、学習方法、学習形態、学習環境等）  

 ア、１回目の交流会を計画しよう。 
 イ、１回目の交流会実施 ・一緒に歌を歌う。・個々に懇談する。・運動会への招待状を渡す 
 ウ、１回目の交流会の反省 
 エ、２回目の交流会を計画しよう。 
  オ、２回目の交流会実施 ・一緒に歌を歌う。・個々に懇談する。・質問、おばあさんの得意なことを

聞く。 
                ・音楽会の招待状を届ける。 
  カ、３回目の交流会を計画しよう。 ・会食会の計画・昔の食べ物の調査・調べてきたことの発表 
 キ、昔から伝わる食べ物の作り方で実際に作ってみる。・餅米、うるち米を使った料理 
 ク、招待状を書こう。・招待状を届ける。 
 ケ、おばあさんと会食会をしよう。 ・おはぎグループとやしょうまグループ  
 コ、おばあさんにお礼のお手紙を書こう。           時数（ １７ ）  
 

 

  

(5) 指導体制（校内体制、地域人材の活用、安全面での配慮等）  

 ・校内の総合的な学習の時間研究グループ   ・地域のお年寄り 
 ・独居老人訪問についての安全指導  
 

 

  

(6) 指導上の留意点（時間数の取り扱い、各教科との連携、家庭・地域との連携等）  

  ・新ＣＳへの移行に伴って教科の時間を削減し、「総合的な学習の時間」の時間を確保し 
  ている。 
  ・学校から積極的に地域へ発信し、「総合的な学習の時間」のあり方を理解してもらって 
  いる。（地域招聘講師など ）  

 

  
  



(7) 評価（基本的な考え方、評価の内容及び方法、評価の実際）  

 ・子どもの活動の姿や学習の様子を個々に把握しながらねらいと照らし合わせて、その学 
  習過程を評価していく。  
 

 

  

(8) 成果と課題  

  ・子どもとおばあさんとが、この活動を通してお互いに深く親しみ、共に活動する喜びや 
  を得ることができた。 
  ・おばあさんとのかかわり合いを通して、自分を深く見つめて自分の生き方を考える子ど 
  もにつながった。 
  ・かかわりの中で子ども自身の学びの姿を継続して見とっていくことの難しさ（自己評価 
  の仕方なども含めて） 
 

 

  

  ※テーマの分類  ①横断的・総合的な課題（①ーア 国際理解 ①ーイ 情報 ①ーウ 環境 

①ーエ 福祉・健康 ①ーオ その他） ②児童生徒の興味・関心に基づく課題 ③地域や学 校

の特色に応じた課題   
 


